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蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域で暮らす人びとがお互いに助け合って楽しく暮らすこ
とを目指しています。 

私たちは､この地域の豊かな自然や人びとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考
えます。 

その宝を活用することで､より豊かな地域と温もりのある人間関係を目指し、活動
しています。 

蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域通貨｢ま～ゆ｣を使って人と地域をつないでいます。 

❖ 人と人との新しい関係が生まれます。 

❖ 自分の能力を再発見できます。 

❖ 人が活き活きすることで､地域が元気になります。 

 

わたしたちの願い  
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6月 10 日のま～ゆ市は蒸し蒸しした夜風

の中スタート。

モノ・コト交換

♦漱石全集（春蚕さん）♦万能ボンド、流しそうめん機（都々平さん）

ハッピーバースデイ

6 月 17 日生まれのりえチュンをみんなでお祝いしました

「けんちゃんの作詞作曲した『ひだまり、笑顔』という曲のピアノ伴奏をするにあ

たり、はじめて前奏と間奏部分の作曲をしてみました。作曲の楽しさが分かっ

たので、これからも頑張っていきます。」りえチュン、おめでとうございます！

インフォメーション

◇武器よさらばの集い 窪島誠一郎さん講演会（ハヤチャン） ◇いっちゃさんの「いっちゃ落語を一席」

が完成しました（かっとまんさん） ◇今年の味噌プロジェクト申し込みを（都々平さん） ◇大豆の種まき

について（ごんべえさん） ◇ほっこりカフェのお知らせ 6月はイガチク粉でおやきとニラせんべい作り、

午後はモアラ LIVEを開催！（あやちゃん）

井戸端会議 partⅡ

小グループに分かれて井戸端会議をしました。そ

れぞれのテーブルではどんな話が出たのでしょう

か？私がいたグループでの話題はこんな感じ…。

近況から始まり、梅仕事の話、最近観た映画の

話からドラマの話に発展、そこから読んでいる本や

その本の選びから、文章の書き方、新聞社による

表現の違い、ついには校正に関する話題にま

で広がりました。話していると時間があっとい

う間に過ぎるものですね。

8時半になり「星の界（よ）」と「夏の思い出」を歌っ

て終了。

今回の司会はかっとま

んさん。テキパキしてる

のに、どこかゆる〜くて

…。そんな進行がま～ゆ

らしくていいなぁ…と思

いました。

あやちゃん
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6 月 22 日

前日にはま〜ゆの大

豆の種蒔き、当日は豆研の大豆の種蒔き…と、作業が重なるお忙しい時期にも関わらず、大勢の方に足

をお運びいただき、賑やかな会となりました。

ランチ作り

今回のメインメニューはイガチク粉を使った「おやき」と「ニラせ

んべい」。

おやきは「切

り干し大根」と

ひき肉やタケノ

コ、椎茸が入った「肉まん風のおやき」の 2種をご用意。

おやきの生地作りから包む作業を皆さんにお手伝いし

てもらい、キレイなまん丸に完成！ニラせんべいは囲炉

裏の鉄板を使って焼き上げました。

お豆腐とワカメの味噌汁、白菜の浅漬けの他に、中

澤さんから大玉スイカ、ひなちゃんからサクランボの差

し入れがあり、テーブルにはご馳走がたくさん並びまし

た！

途中、井戸の水が出なくなるトラブルもありましたが、

アンジンさん、そだっちさん、ヒデさんのご尽力で無事

に復旧！

また、陶吉さん、アンジンさん、ヒデさんには洗い場

の土台を平らに安定させる作業もしてもらい、とっても使いやすくなりました！！

モアラ LIVE 開催！

午後の企画は、およそ半年ぶりとなるモアラ

LIVE♪

のんびり楽しんでもらえるように…と夏をテーマ

にした曲や大自然への讃歌、お馴染みナンバーの

他、追悼曲や新曲などなど…すべてオリジナル曲を

披露させてもらいました。

感想タイムでは楽曲を聞いて感じた事やお気に

入り曲の発表など…それぞれに語っていただき、楽曲への思いを共有させてもらいました。

たくさんのあったかいお気持ちに見守ってもらい無事に LIVEが終えられて良かったです！またどこか

でお会い出来るのを楽しみにしています。byモアラ

暑い中、ランチ作りにご協力

いただき、モアラ LIVE にお付

き合いいただき、本当にありが

とうございました！

あやちゃん
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7 月 10 日、ま〜ゆ市が開催されました！

連日猛暑で始まった 7 月でしたが、この日は

比較的涼しく、心地よい風が吹いていました。

あやちゃんの司会でま〜ゆ市がスタート！！

モノコト交換

♦採れたてのきゅうり、トマト（ぶんちゃん） ♦いっちゃさんの息子さんの本（都々平さん）

7 月のハッピーバースデー

残念ながら誰もいらっしゃいませんでした。が、うえのさんの誕生日が 7 月とい

うことで、皆んなでハッピーバースデーを歌いお祝いしました。

ヒデさんがうえのさんの代わりに挨拶してくださいました！

インフォメーション

☆ ま〜ゆ寺子屋のお知らせ（ケセラさん）「令和の米騒動」講師:ごんべえさん

☆ 8 月のま〜ゆ市のお知らせ（ヒデさん）

☆ ま〜ゆ味噌プロジェクト、大豆の摘芯のお知らせ（ミーすけさん、ごんべえさ

ん） 2 回目に種まきした部分の大豆の摘芯を行います。4〜5 人来てくださると助かります。

☆ 7 月のほっこりカフェのお知らせ（けんちゃん）

トーク  好評につき今月も「井戸端会議 part III」

４〜5 人ずつ 3 グループに分かれて、雑談を楽しみま

した！

私が参加したグループではごんべえさん、ヒデさん、

そだっち、のあさん(入会予定の方)と会話を楽しみま

した。

他のグループでは話が転々と変わっていったとのことでしたが、私たちのグループはお米の話題で大

いに盛り上がりました。熱中症予防の話から

始まり、作物のこと、そこからお米の話に…

ごんべえさんがお米の知識や裏事情を話し

てくださり、次のま〜ゆ寺子屋で話すネタの

一部を先行して聞けたかなと思いました

（笑）。全て玄米で食べているよという方からは美味しい炊き

方を教わり、勉強になりました！

最後はみんなで「手のひらを太陽に」を合唱しました。

ご参加くださった皆さんありがとうございました。

りえチュン

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫)

● トラブルの多いリフォームだからこそ

お任せください

● 家のことなら何でもお気軽にご相談ください

● 消費税分「ま～ゆ」が使えます

上田市御所274

℡28-7532 fax 28-8190

歯ブラシをください №204 かっこう(古川)

●ホテルや旅館でサービスの

歯ブラシ・石鹸・タオルをください

●1点につき  1ま～ゆお払いします
上田市十人 74-17   080-3417-3234

ka3716jp@gmail.com



－4－

7 月 27 日、とっても暑かったですが無

事にほっこりカフェを開催できました。

今回は長野市

から 3 名のゲストさんの参加があり、総勢 2１名でのほっこり

カフェ。賑やかに過ごした一日をご報告します。

夏野菜たっぷりのランチメニュー！

夏に収穫できるお野菜の提供を呼びかけたところ、ぶんち

ゃんやゲストさんが、ナスやトマト、きゅうり、ミョウガ、シソ、ゴーヤ、玉ねぎなど…い

ろんなお野菜を持ってきてくれました。

そのおかげで、彩り美しい「サラダそうめん」の他に「ラタトゥイユ」と「ゴーヤのサ

ラダ」など、アレンジを加えた夏メニューが完成しました。ど

れも全部美味しかったなぁ。

お野菜をご提供くださり、そうめんを茹でたり、ラタトゥイ

ユ作りに奮闘したり、暑い中汗して調理にご協力いただい

た皆さん、本当にありがとうございました。

ランチを食べながら…

テラさんのご案内で長野市から初参加された、さとみん、よっちゃん、

はるくんの 3 人にはそれぞれ自己紹介をしてもらい、そのあとにま～

ゆメンバーも簡単な自己紹介をして交流しました。

明るく気さくな方々で積極的に調理のお手伝いをしたり、会を楽し

みつつ盛り上げてくれました。

つながりから出会いが生まれ、またつながりを生む。素晴らしい広

がりだなぁと嬉しくなりました。

インフォメーション

♦8 月のま～ゆ市のお知らせ（ヒデさん）楽市楽座 ♦8 月のほっこりカフェはハヤちゃんによるレクリエ

ーション

午後の企画

大阪万博へ行ってきたゆっきぃの話を聞こうと、…。でも序章部分でパソコントラブル発生、復旧できな

いか？と奮闘している間は、けんちゃんが実話怪談を１話…。次回に持ち越し…となりました。

ゲーム大会

その後は、以前に大好評企画だった『ほっこりック』を楽し

みました。

『ほっこりック』とはモルックをアレンジしたほっこりカフェの

オリジナルゲームです。

高得点が出たり、ファインプレーが出ると、その度にドッと湧いて歓声が上がる！16 名が参加して大盛

り上がりの大会となりました！

『ほっこりック』の結果   1 位 ゆっきぃ  2 位 ケセラさん  3 位 りえチュン

上位 3 名の方には大会委員長のそだっちさんから表彰状とご褒美の品が贈られました。おめでとうご

ざいます！

異常な暑さの中での開催でどうなることか？と心配していましたが、無事

に終える事ができてホッとしました。１日を振り返った時、暑かったなぁという

思いよりも「楽しかったなぁ」という思いが上回ってくれたら嬉しいなぁと思

います。 あやちゃん
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ま～ゆの取組に学ぶ学生たち №466 きょいち

初めて投稿します。きょいちです。私は松本大学で非常勤講師を務めているのです

が、生涯学習支援論という授業の中で、蚕都くらぶ・ま～ゆ(以下ま～ゆ)の活動を取り上げてお

り、学生たちがどんなことを学んでいるのか紙面を借りて紹介させていただきます。

1  松本大学で担当している「生涯学習支援論」の進め方

生涯学習支援論は社会教育主事・士という専

門職の資格を取るための必須の授業で、今年は

17 人の 3 年生たちが学んでいます。授業は 4 月

から 7 月までの前期、15 回です。授業の進め方

は毎回様々な分野で活動されているゲストの方を

お迎えし、私とゲストによるおしゃべりの形で進め

ています。学生たちは毎回の授業で「気づいたこ

と」「問いを持ったこと」についてレポート作成しま

す。ゲストの方には 2 回連続で授業に参加してい

ただき、2 回目の授業では前回学生たちから出さ

れたレポートの内容に基づきやり取りをしていま

す。このように学生たちも参加するスタイルで、生

涯学習とは、支援とはどういうことか学び合ってい

ます。

2  ま～ゆの活動から学生たちが学んだこと

このうちま～ゆについては、地域通貨という概

念を学生たちが理解できるようにするために 3 回

をかけています。1 回目は「もう一つの明日へ」の

視聴、2 回目、3 回目は安井啓子さんをゲストに

迎えたおしゃべりの時間です。それぞれの授業を

受けた学生たちのレポートのうち、特徴的なものを

紹介します。

1 回目の授業では、ま～ゆの取組の基盤となっ

ている地域通貨についての理解が深まりました。

「地域通貨というものを初めて知り、地域通貨

は現金とは全く異なるものだということを知った。

現金では価値が認められないような働きに価値を

見出し、地域通貨として認めることでお互いの人

間関係を表す形となるのだと感じた。地域通貨は

あくまで形であり、本質は人と人のつながりや交

流の大切さを表しているのではないかと思った。」

「通貨という形ではあるけれど、値段設定は自分

たちで決めたりする中で、感謝の気持ちや喜びを

上乗せして自主的に決めるので温かい信頼関係

やつながりが作れるのだと思いました。」

2回目の授業では、ま～ゆの活動が参加する会

員にとってどのような意味や価値を持つのか、理

解が深まりました。

「今回の話を聞いて、地域通貨が存在する意味

を知った。お話の中で、『その人の価値や関係づく

りを経済のみで測るのではなく、地域通貨を用い

ることで、その人らしさの価値を知ることが出来る。

地域価値を通して人がつながっている』という言

葉が 1 番心に残った。特に資本主義社会である現

在はお金の有る無しがどうしてもその人を構成す

る要素に入りがちだが、地域通貨を使用すること

でそれを排除し、真正面からその人らしさを見つ

けることが出来るのだなと感じた。まちづくりで最

も重要なのは、やはりその人自身の良さを発見し

活かし合うことなのだなと学べた。」

3 回目の授業ではま～ゆをソーシャル・キャピタ

ルの一つととらえ、ま～ゆのような活動が行われ

ていることが、地域や社会の諸課題の解決に取組

む基盤となるという、社会の構造の理解につなが

りました。

「ま～ゆがソーシャル・キャピタルとして機能して

いることについて詳しく話を聞けて良かった。」「ま

～ゆの活動があったことでそれ以外の活動の開

始のきっかけとなったと思う。こうした手本がある

ことで活動のはじめやすさにつながっていると考

える。私も他の人の活動を参考にして取り組むこ

とがあるので、まずやってみることが大切なんだと

思いました。」

最後の授業では私から「安井さんにとっての生

涯学習とはどういうことか」と問いかけをし答えて

いただいたのですが、このことについての学生の

レポートも紹介します。

「最後の安井さんの生涯学習について、『人との

つながりは学びを触発される』という意見を聞き、

しっかりとした経験の上からなる意見だと考え、ま

た、様々な人と関わるま〜ゆで活動しているか
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らこその意見だと思った。自分も、自分からは勉

強しない分野でも様々な人と関わるからこそ勉強

することもある。このことから、しっかりとした生涯

学習に対する考え方だと考えた。」

3  ソーシャル・キャピタルとしてのま～ゆ

学生のレポートにあるソーシャル・キャピタルは、

社会関係資本と訳されますが、地域や組織など一

つのコミュニティの中にある信頼、規範、つながり

を指します。そしてその組織のソーシャル・キャピ

タルが機能していると、コミュニティに課題が生ま

れたときに、課題解決の道を容易につくることがで

きる、という考え方です。「相乗りくん」「農と食の

安全」の取組など一人の会員が発意した取組を他

のま～ゆメンバーが応援することで、取組が広が

っていく、そこにソーシャル・キャピタルとしてのま

～ゆの存在を見ることができます。

4  ウェル・ビーイングとしてのま～ゆ

社会教育主事は、人々の社会教育活動を応援

する仕事・役割なのですが、社会教育活動とは、

自分や仲間の間にある共通の課題を、ありたい状

態に変えていくための仲間同士の学びや行動を

指します。この場合のありたい状態を、最近はウェ

ル・ビーイングと称することも多いようですが、ま

～ゆは「色々な考えや価値観を持っている人と出

会う…考え方が違う人を排除しない」活動であり、

「人とのつながりは学びを触発される」場でもある

という学生たちの気づきから、ま～ゆは、関わる人

たちのウェル・ビーイングが実現した場でもあると

とらえることができます。

5  社会教育主事を志す学生たちにとって格好の学び場

ま～ゆの活動を授業に取り入れて 4 年目を迎

えますが、学生たちはま～ゆの活動から様々な気

づきを受け取っています。そして私もそういう学生

たちとのやり取りの中から、ま～ゆの活動にある、

私たちの暮らす地域や社会の中で大切な価値を

深く学ばせ頂いています。

私はなかなか日常の活動には参加できていま

せんが、機会あれば会員の皆様との交流の場に

参加させてくださいね。

流浪の民のま～ゆプロジェクト №2 ごんべえ

心配していたことが起こりました、ま～ゆ田んぼ

返還です。2015 年、それまでま～ゆ立ち上げの

翌年から作っていた須川が鹿の食害と水抜けで

諦めざるを得なくなり、この秋和に移って来ました。

以来 10 年、松代のすみじい堆肥を漉き込み有機

農業の大家丹野喜三郎さんから分けてもらった

大粒のこしひかりを疎植一本で手植えし育てて来

ました。亡くなったすみじいや喜三郎も天国から

応援してくれていたでしょう。今や初夏の田植え祭

はま～ゆの一大イベントなり、実った稲穂は太く大

きく風にそよぎ、周りの田んぼを圧倒していました。

そこへ地主さんの他の田んぼが工場用地にな

り耕作出来なくなったと、返還の話になったのです。

いずれは？との思いがありましたが、がっかりして

いたところ、近所で三度目の提供の話が持ち上が

りました。ま～ゆの仲間に相談したところ、ごんべ

えがやる気ならと下駄を預けられました。

米作りはま～ゆの活動の中でも重要なもので

す。昨今の米騒動が感心ごとになっていますが、

食の自給は全ての根本です。百姓ごんべえはここ

でめげている訳にはいきません。やりましょう！明

日へつなげる為に、重くなった下駄を履いて…
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令和の米騒動ご報告 （７月１３日）
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